
Creationのデザイン8 : 自分たちとものづくりのデザイン
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本日のテーマ

‣ 自分・仲間・目的・方向をクリアにし, つなぐ
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Creationのデザイン(設計)とキャンバス

‣ ビジネスモデルキャンバスを例に設計を思索 

‣ 設計の2ステップサイクル 
‣ 自分, 仲間, 目的, 方向を見出す(区別) 

‣ 各特徴を活かすよう調整してつなぐ(合一) 

‣ 上記を繰り返す
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関連キーワード 
- ビジネスモデルキャンバス 
- 「ビジネスモデルYOU」 
- 「ビジネスモデルforTeams」 
- 主客分別 
- 主客不可分 
- 区別と合一 
- 明確化と連携 
- メディア化 
- メディア・サイクル 
- メディア・モデル 



自己のデザイン

‣ あやふやな自己の輪郭を描きだす 
‣ 自己は, 今どこでどうしているか 

‣ 自己は, どちらを向いているか 

‣ 相互作用 
‣ 自己をクリアに → 外部との繋がりが変化 
‣ 外部の変化 → 自己の次の変化へ
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チームのデザイン

‣ 個人とチームの欲求と折衷 

‣ 個人は, 自分の希望をチームに求める 

‣ チームは, 目的達成を個人に求める 

‣ 相互作用 

‣ セルフとチームのキャンバスの相違点と共通点 

‣ 個人とチームのフィットを高める繰り返し
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“もの”づくりのデザイン

‣ 人の営みを, ”もの”で活性化する 
‣ キャンバスを描き, ”もの”の姿を明らかにする 

‣ “もの”に関わる自分・チームのフィット 

‣ “もの”を輝かせるスキル・スタイルの尊重 

‣ 設計で, ”もの”・顧客・自分・チームを結ぶ 
‣ 区別でクリアにし、合一でつなぎ、馴染ませる
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自分・仲間・目的・方向をクリアにし, つなぐ

‣ 区別と合一によって目的と方向の系を成す 
‣ 要素をクリアにし,  後にスムーズに繋ぐ 
‣ 用を満たせば, キャンバスでなくても良い 

‣ 第7回のLily Playgrounds Booksのキャンバス 

‣ 改めて見直してみてほしい 

‣ あらたな気づきがあるかもしれない
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質問一助・考察一助

a. セルフ, チーム, ビジネスモデル…どのスケールでも 
良いので, 自分に身近なキャンバスを描いてみる 

b. キャンバスを描く際の課題やハードルはあるだろうか 

c. 西洋・東洋の哲学・思想との関わりはどうだろうか 

d. その他, ここまでの内容で深めたいところがあれば
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次回予定

‣ Wiki読み回・一年総括
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